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 新年明けましておめでとうございます。 

 新しい年が、皆様にとって健やかで希望に満ちた一

年でありますように、心よりお祈り申し上げます。 

 昨年（2010年）を振り返ってみると、新政権が本格的

に施策を実行する段階を迎え、子ども手当や公立高

校の授業料無料化など私たちの家計にプラスになるこ

とがまず実行されました。その見返りとして、0歳から

18歳までの扶養控除と18歳から22歳までの扶養控除

の上乗せ分（25万円）の廃止は、今年2011年分から実

施されます（住民税は2012年分から）。子ども手当は、

当初26,000円を予定していましたが、2011年度は3歳

未満のみ20,000円に引き上げということになりそうで

す。高速道路の無料化も今年4月から普通車平日

2,000円、休日1,000円の上限を設けるということで決着

がつきそうです。これも財源不足の中の苦渋の選択と

言えます。 

■新年のご挨拶  
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■アメリカの中流層も老後の生活不安!?  

 何かと日本と比較されることの多

い米国。もともと公的年金が少な

い国なので、米国民の老後の資金

は投資でしっかり準備する、そんな
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 新年明けましておめでとうございます 

暮らしと資産のコンシェルジュ通信  

 政権交代から何かと事業仕分けが注目されました

が、事業仕分けによって財源不足が抜本的に改革で

きるものではありません。今年以降の議論は、浮き彫

りになった危機的な日本の財政状況をいかにして立て

直していくかです。  

 日本の国債の格付けはＡＡ（ネガティブ）で先進国の

中では最低水準にあります。比較するのはどうかと思

いますが、鉱山事故で注目された南米のチリ政府はＡ

Ａ（ポジティブ）となっています。選挙対策として今まで

先延ばしを続けてきた感もありますが、もはや一刻の

猶予もありません。 

 世界に類を見ない少子高齢社会を日本は迎え、社会

保障関係費がますます増える中、経済成長に伴う税

収増加分だけでは、十分な財源を確保できないかもし

れません。そう考えると、国民の相当な痛みを伴う抜

本的な税制や社会保障制度の改革は、覚悟しなけれ

ばなりません。  

 税制や社会保障制度の改正は、私たちの家計、ひい

ては人生設計に大きな影響を及ぼします。 

 私たちＬＦＣは、社会の大きな変化をいち早く捉え、皆

様に正確にお伝えするとともに、その中で豊かで幸せ

な人生を送るためにはどのようにしたら良いかを、皆

様と一緒に考えていきたいと思います。 

 本年もよろしくお願い申し上げます。   

ＦＰオフィス Life & Financial Clinic 

ファイナンシャル・プランナー 

平野 泰嗣 平野 直子 

イメージを持ちます。米銀のウェル

ズ・ファーゴが行った調査による

と、米国の中流層（年収2万5000

～9万9000ドル）の72％が「定年後

も仕事を続ける」と考えているそう

です。その理由は、「貯蓄不足の

ため」（39％）が最も多く、自らの意

志で「仕事を続けたい」（33％）を

上回ったとのことです。定年年齢

の中央値（65歳）以降に必要な生

活資金は30万ドルで、現在の金

融資産は貯蓄２万ドルと投資5万

7600ドルを合わせても26％に過ぎ

ないという現状です。 

 日本では、年金不安が叫ばれる

中、「年金はあてにならないから

自己責任で老後の準備」という風

潮があります。よほど意識して準

備をしないと米国の中間層の二

の舞になるような気がします。 
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 2010年の株式市場を見ると、リーマン・

ショック以降出遅れた感のある日本（12/24時

点で日経平均▲2.5％、TOPIX▲0.7％）。問

題を抱えつつも上昇した米国と欧州。米国

は、金融量的緩和による一時的な景気上向

きがあるが、依然として先行き不透明感があ

る中、上昇（NYダウ＋11.0％）。欧州は、財政

危機による信用不安を抱えつつも上昇（英

FT100＋7.4％、独DAX30＋18.5％、仏CAC40

▲0.9％）。新興国は総じて高かったです。イ

ンデックスで言うと日本株式はマイナス、先

進国は中のプラス、新興国は高のプラスとい

う結果でした。 

 為替相場は、米国の大規模な量的緩和や

欧州の信用不安（ギリシャ、アイルランド

ショック）により、急激な円高が進んだことが

記憶に新しいところです。「退職金の運用とし

て比較的リスクが低い」と金融機関が多く勧

めていた「グロソブ」に代表される先進国債

券に投資をする毎月分配型の海外債券型の

投資信託は、為替の影響が大きく値下がりを

しました。 

 私たちＬＦＣの投資アドバイスでは、資産の

分散投資（国内外の株式・債券・不動産、国

外でも先進国と新興国）を基本にして、新興

国株式を組み入れたりしているため、海外債

券型の投資信託に多く配分している顧客でも

資産全体として運用がプラスというお客さま

が多かったです。投資の基本スタンスであ

る、成長性の期待できる新興国に配分を前

提とした分散投資が生きた投資環境であった

と言えます。 

 2011年の投資環境については、長期的に

見れば、円高水準にあると思われるので、長

期運用を行うのであれば、外貨・外債の割合

を増やしても良いのではと思っています。特

に外債ファンドの投資をして資産を減らした

のであれば、外債ファンドを追加購入してリ

バランスするのが基本です。但し、信用リス

クの高まりと今後の金利上昇（長期的に見

て）が予想され、債券価格自体の下落要素も

あるため、債券価格の変動リスク要因の少

ない、外貨ＭＭＦを複数選択して保有する方

法もあります。 

 国内は、最近の企業業績回復のニュース

と出遅れ感があり上昇の可能性もあります

が、本格的な景気の回復とはほど遠く、一進

一退が続くのではないかと思います。イン

デックス型の投資信託を選択するよりも、セ

クター別（業種別）やテーマ別の投資信託、

或いは、株式銘柄を複数選定した運用の方

が収益が期待できると思います。  

 最近は、ノーロード（購入手数料なし）で低

コストなインデックスファンド（ＳＴＡＭやｅＭＡ

ＸＩＳシリーズ）により、手軽に国際分散投資

ができるようになりました。インデックスファン

ドを活用した分散投資を基本としつつも、イ

ンデックスの中を見れば、玉石混合であり、

それを見分ける目を養えば、期待収益率は

更に高まります。結局は、自身の保有してい

る投資先について積極的に情報収集や勉強

することが求められるのではないでしょうか。   

■2010年の重大ニュース  

昨年、最も印象に残った出来事はコレ！ 

 毎年恒例になっています、2010年の出来事の

振り返り。昨年はどんな１年だったのでしょうか？ 

●第１位 欧州の財政危機と円高 

 ギリシャの政権交代により発覚した大幅な財政

赤字を契機にギリシャの国債を保有する欧州銀

行の信用不安が広がったことから、リーマン・

ショック以降の金融危機の再来とまで噂され、一

気にユーロ安となりました。また、米国の量的緩

和策からドル安となり、一時15年ぶりに82円台に

突入しました。 

●第２位 極東アジア地域の緊迫状態 

 最近はビデオ流出事件に話題が移っている尖

閣諸島問題ですが、事件の発端は、日本の領海

内で中国漁船が違法操業し、その後、海上保安

庁の巡視艇に体当たりしたことです。また、ロシ

アのメドベージェフ大統領が北方領土の国後島

を訪問するなど外交上の問題が浮き彫りになり

ました。そんな折、北朝鮮が韓国の大延坪島を

砲撃するなど、極東アジアは一気に緊張が高ま

りました。平和と思われている日本も、こうした情

勢の中にあることを改めて認識した事件でした。 

●第３位 子ども手当と高校授業料無償化 

 政権交代を果たした民主党のマニュフェスト（政

権公約）に掲げられていた子ども手当と高校授

業料の無償化が実施されました。子ども手当は、

中学卒業まで一人13,000円。公約では、2011年

度から26,000円に引き上げ予定でしたが、財源

の確保ができず、３歳未満のみ20,000円に引き

上げられる予定です。 

●第４位 日本振興銀行初のペイオフ 

 中小企業向けの無担保融資を中心に行ってい

た日本振興銀行が、金融庁から業務停止処分を

受け破たんし、初のペイオフが適用されました。

1,000万円を超え、ペイオフの対象となった預金

者は3,423人で総額110億円とのことです。銀行も

金利だけではなく、銀行自体の業績・体力を見て

選ぶ必要があります。 

●第５位 冬季オリンピックとＷカップサッカー 

 昨年2月に開催されたバンクーバ五輪、そして、

6月の南アフリカＷカップサッカーでの日本人選

手の活躍は、同じ国民として、素直に嬉しく思い

ます。オリンピックやＷカップサッカーの開催地と

して日本が立候補しているのにも関わらず、国民

の盛り上がりが欠けるとのマイナス評価もあり、

落選しているのが残念です。 

【番外編】 所在不明の高齢者 

 法務省によると、戸籍上は生存しながら所在不

明となっている100歳以上の高齢者が、全国で23

万以上に達することが判明しました。年金の不正

受給と、高齢者の孤独死という２つの問題が背

景にあるのではないかと思います。 

2010年は分散投資が生きた１年、2011年は玉石混在から投資対象を選ぶ目を！ 

■2010年の投資環境の振り返りと2011年の行方  
●グローバル・ストック・マーケット（国別） 

●為替相場（対円） 
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 2011年度の政府予算案が2010年12月

24日に閣議決定されました。予算案によ

ると、一般会計の歳出総額は、約92兆4

千億円。それに対し、歳入は、税収が約

40兆9千億円、税収外収入は約7兆2千億

円で、歳出に対する不足分は国借発行

の約44兆3千億円で補てんすることに

なっています。税収よりも借金の方が多

いという非常に厳しい財政状況です。 

 イメージしやすいように、１ヶ月の家計

収支に置き換えて考えてみましょう。  

 １ヶ月の支出の内訳をみると、食費や

水道光熱費などの生活費は、支出の見

直し（事業仕分け）で、なんとか10万円以

内に抑えています。支出項目の中で、最

も大きな割合を占めるのは、医療・介護

費用（社会保障関係費）です。自分たち

の医療費以外に、病気がちの両親の入

院や通院費用、そして、最近は介護サー

ビスも利用するようになり、その費用の一

部を負担しています。その負担額は年々

増加しています。さらに、両親への生活

費の仕送り（地方交付税交付金）も行っ

ていて、毎年増やしてほしいと言われて

いますが、家計状況を見ると減らさざるを

得ません。そして、悩ましいのがローンの

■2011年度予算を家計に例えると……  

返済（国債費）です。最近の低金利もあ

り、利息の負担はそんなに重くはありま

せんが、借金総額が増え、元金と利息

を合わせた返済額は年々増え続けてい

ます。家計全体を見ると、医療・介護関

係費用と借金の返済で５割以上を占め

ていて、これらの支出目は、今後増えて

いくことが予想されます。 

 一方、収入の方は、バブル景気以降、

長引く不況で、収入は減少傾向にあり

ますが、2011年度はリーマンショック以

降、景気回復の兆しも見え、若干の収

入アップ（税収増加）が期待できそうで

す。妻もパート収入の他、虎の子のヘソ

クリ（埋蔵金）を出し、家計に貢献してい

ます。それでも、毎月の家計は大赤字

で、足りない分を借金（国債発行）で補

てんする状態が続いています。なんと

か、赤字体質を改善しなければと思っ

ていますが、良い手立てが見つかりま

せん。 

 日本の財政を家計に置き換えて考え

てみると、危機的な状況がわかります。

さて、日本の未来と私たちの生活はどう

なるのでしょうか。   

 2011年度税制改正大綱の内容が明らかに

なりました。一言でいえば、法人は減税、個人

のうち、高額所得者や資産家は増税です。 

 法人税率の引き下げは、国内企業の国際

競争力強化のために、米国と並んで世界最

高水準にある法人実効税率（国税と地方税の

合計：40.69％）を5.05％引き下げるという内容

です。それと同時に、グローバル企業がアジ

ア拠点として、日本に進出を促進するための

支援措置も創設されます。これらの改正は、

長期的な視点で見れば、国内の雇用や投資

を呼び込み、持続的な経済成長につなげ、そ

れが新たな雇用と投資を生むという好循環を

目指すものです。 

 その一方で、我が国の財政赤字が深刻な

中、法人税の引き下げの財源をどこに求める

かが問題です。負担が減るところがあれば、

負担が増えるところもあるわけです。今回の

■2011年度税制改正大綱発表  

改正では、そのしわ寄せは、高い給料を得て

いる人に降りかかりました。また、相続税の基

礎控除の減額により、相続税の実質的な増

額になります。平成21年申告分で、相続税が

発生した人の割合は、僅か4％に過ぎません

でしたが、今後はおよそ倍に増えることが予

想されています。都心にある程度広い敷地の

戸建を持つ一般世帯でも、相続税が発生する

ことが考えられます。 

 行き過ぎた市場経済によって発生した、所

得格差、資産格差を税の再分配機能によって

是正するという意見もありますが、少子高齢

化の中、財政支出の中で社会保障関係費が

今後も増え続けます。 

 いずれは、高額所得者だけではなく、一般

的な中間層の生活者にも負担増加が降りか

かることを覚悟しなければならないでしょう。 

法人は減税、高額所得者・資産家は増税!? 

2011年以降の家計を占う、本当は怖い日本のお金の話 

2011年度税制改正大綱のポイント 

●個人課税 

・給与所得控除に上限を設定（給与収入1,500万

円超は一律245万円） 

・成年扶養控除に一定の場合を除き、所得制限

（給与収入568万円（所得400万円））を設ける 

・上場株式等の配当・譲渡所得等に係る10％軽

減税率を2年間延長（平成23年12月末まで） 

●資産課税 

・相続税の基礎控除が4割縮小し、「3,000万

円＋600万円×法定相続人の数」に 

・相続税の死亡保険金の非課税枠の対象となる

法定相続人の数の範囲の縮小 

●環境税 

・「地球温暖化対策のための税」を導入。原油及

び石油製品の場合760円/ｋｌ上乗せ 

●法人課税 

・国税・地方税を合わせた実効税率を5％引き下

げ、40.69％から35.64％に 

0
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あなたらしい“幸せな人生”を送ること。それが私たちの願いです。 

Web サイトもご覧ください 

http://www.mylifeplan.net 

〒185-0014 

 東京都国分寺市東恋ヶ窪3-9-40 

ＦＰオフィス 

L i fe  &  F inanc ia l  C l in i c  

「30代夫婦が 

働きながら4000万円の資産をつくる

考え方・投資の仕方」 

明日香出版社から好評発売中です！ 

●ワークシート・Ｅｘｃｅｌシート 

【ダウンロード特典付き】 
発行･編集 平野 泰嗣･平野 直子 

電話：042-327-5575 

FAX ：042-327-5575 

ﾒｰﾙ ：info@mylifeplan.net 

●メールマガジン「働きながら4000万円の資産をつくる」 

毎月20日発行（無料）しています！ 

登録は、コチラから 

http://archive.mag2.com/0000290147/index.html 

■2010年後半のLFCの活動報告  

夫婦でメディアに登場・講演する機会が増えました！ 

 2010年後半は、記録的な猛暑が記憶に

残っています。今年一年を表す漢字も「暑」で

した。私たちＬＦＣの今年の漢字を表すと「繋」

でしょうか。仕事にプライベートにいろいろな

方との出会いの機会が増えた一年でした。 

●仕事面 

 昨年から夫婦での活動が増えてきました。

メディアでは、ＦＰ専門誌「ファイナンシャルア

ドバイザー」（６月号）の事務所紹介、「おはよ

う奥さん」（12月号）に夫婦ＦＰとして登場し、

「月5万円以上貯めてる家計の夫婦のお金管

理ルール」を監修し、夫婦揃って誌面に登場

しました。 

 また、目黒区男女平等・共同参画センター

のセミナーなど夫婦でセミナーの講師をし、

夫婦でライフプランとマネープラン、家計管理

を行うことの大切さをお伝えする機会が増え

ました。引き続き、このような活動をお伝えで

きれば良いなと思います。 

●プライベート 

 7月に我が家に新しい家族として、ポメラニ

アンのレゴラスがやって来ました。はじめ

は、うぶ毛が抜けてからしばらく毛が生え

てこなくて心配でしたが、今はポメラニアン

らしく、フサフサの毛を生やしています。

ペットとお金に関して、いろいろ調べる機会

が増えましたが、人間と変わらないくらい

様々なサービスがあることに驚かされまし

た。 

 9月には、私たち恒例の少し遅い夏休み

を頂いて、福島県の会津地方に行ってきま

した。郷土料理や温泉にゆっくり浸かった

り、磐梯山の景色を楽しみました。途中立

ち寄った野口英世記念館で、彼が上京す

る際にその決意を柱に刻んだ「志を得ざれ

ば再び此の地を踏まず」の言葉が印象に

残っています。  

2011年も仕事・プライベート共に夫婦二人

で頑張ります。 

おはよう奥さん・12月号 

たけしの日本のミカタ（テレビ東京） 

日経インテレッセ・８月号 

●ホームページ特設コーナー 

http://www.mylifeplan.net/book1.html 

今年は兎年ですが、犬のレゴラスです 

10月沖縄県那覇市にて 9月野口英世記念館にて 
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